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Herodias における estrade 空間の形成 1

大鐘敦子

フロベールの生前に出版された最後の短編集『三つの物語j Trois Contes 

の末尾を飾る『ヘロデイアスJ Herodias は、資料踏査と“知の活用”を得意

とした作家のレアリスム的手法と、作家本来のロマン主義的傾向が融合し

た極めて象徴性な作品である。また文学史的にみても、これはサロメのダ

ンスが言語によって初めて表現された作品 2であり、その後十九世紀の象

徴主義および世紀末美術等の文芸運動に少なからず影響を与えたと考えら

れる。サロメといえば、その逸話の起源は『福音書』の挿話（「マタイに

よる福音書J 第 14 章および「マルコによる福音書j 第 6 章）やフラヴイ

ウス・ヨセフスの記述（『ユダヤ古代史』（第 17 巻、第 18 巻）に遡り、

中世やルネサンスを通じて特に絵画の『洗礼者ヨハネの斬首j のテーマと

ともに描かれてきた3。しかし、「宿命の女」ファム・ファタルとして現在

のような妖艶さや破滅的な魔性の女として定着してゆくのは 19 世紀後半

であり、 1983 年のオスカー・ワイルドの『サロメ』とピアズリーの挿品会

が決定的な印象を人々に残すことになった。ところが実際には、ワイルド

の一幕物の悲劇の中でダンスの描写は、一行のト書きがあるのみである 40

ではフロベールはどのようなダンスを描いているのだろうか。

サロメの名は、文芸の分野で Herodias, Salome Herodiade と様々に変遷

し、王妃と王女のアイデンティティーが重なり合って発展してきた 50 そ

の中でも、フロベールは聖書の記述に忠実にヨハネ斬首のテーマを取り上

げ、ユダヤ王妃ヘロデイアスの名をタイトルにしている。また、物語を一
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日に継起する出来事として政治的・民族的歴史と組み合わせ、古典演劇的

な三単一の法則に則って構成し、第三章のクライマックスに饗宴、「サロ

メのダンスJ、そして「ヨハネの斬首J を展開する。各章においてヘロ

デイアスの周辺で身体の一部を覗かせていたサロメがヘロデイアスの健偏

とわかるのは、斬首が終わりサロメの侍女である老婆が首を食卓へ返しに

来たときである。このとき初めてヨハネの斬首がヘロデイアスの策略によ

ることが判明する。拙論ですでに論じたようにフロベールは刑の執行の前

段階として、ユダヤ教の大祭司が供犠の際に羽織るマントをめぐってのパ

リサイ派やサドカイ派の競合、ヘロデイアスのユダヤ大祭司としての血統、

ミトラ教の洗礼儀式、ヘロデイアスが祝杯をあげる際のミトラ帽、ヘロ

デイアスの大地母神キュベレーへの化身等を配置して、ヨハネ斬首がヨハ

ネの供犠として捉えうることを暗示している。斬首が決行されるにおいて

は、正当な供犠に不可欠な「大祭司のマント」 le manteau du grand pretre、

「正当な供犠のオーガナイザ－J sacrificatrice としてのヘロデイアス、「正

当な生け賛ヨハネ」 sacrifice が結集し、象徴的な宗教儀式が展開しており、

その流れの中では「サロメの踊り j は生け賛に捧げる亙女の踊りに匹敵す

るものと読み取ることができるだろっ 6。フロベールは正当な生け賛ヨハ

ネを捧げるのにふさわしい場をどのように描いているだろうか？本稿で

は、この象徴的な宗教儀式が執り行われていく壇上 estrade が、どのよう

に形成されて象徴的祭壇に変貌し、サロメのダンス空間が完成していった

のか、決定稿と草稿から検証してみる。

1. 決定稿における estrade 空間

ヘロデイアスとサロメの策謀が完遂される饗宴の空間は、第三章冒頭で

次のように提示されている。

Elle avait trios nefs, comme une basilique, et que separaient des colonnes en 

bois d'algumim, avec des chapiteaux de bronze couverts de sculptures. Deux 
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galeries a claire-voie s’appuy泊ent dessus ; et une troisiとme en filigrane d’or se 

bombait au fond, vis-a-vis d’un cintre enorme, qui s’ouvrait a I' autre bout. 

(TC, p. 160) 

饗宴の空間は「バジ、リカのような」と形容されている。歴史的変遷をた

どれば、「バジ、リカ建築j はユダヤの集会堂「シナゴーグ」やローマ時代

の公の建物として機能したのち、初期キリスト教時代において「キリスト

教会」に変貌したといわれている。第三章冒頭で単なる建築用語として登

場するこの語は、ヨハネの斬首を通過儀礼としてキリストの時代が始まる

というユダヤ教からキリスト教への転換の過程のなかで、物語の結末にお

いてより深い宗教的意味合いを帯びてくる 7。人物たちの構図としては、

ヘロデイアスは「三つ目の金の透かしの上廊」に位置して宴会を見下ろし

ており、サロメが登場する「巨大なアーチ型関口部」に対峠している。一

方、三人の主要人物一一ユダヤ太守ヘロド・アンテイパス、ローマ総督

ヴイテリウス、その息子アウルスーーが座る総督のテーブルは、中央広間

の奥、ヘロデイアスがいる「金の階上席j の真下に位置している。

La table proconsul氾re occupait, sous la tribune doree, une estrade en planches 

de sycomore. Des tapis de Baby lone l' enfermaient dans une esp色ce de pavilion. 

(TC, p. 160) 

ここでもっとも注目に値するのは、物語の決定的な場面が展開する「総

督たちの食卓が据えられた壇上 es回deJ が「バピロンの綴れ織り」に固ま

れた閉ざされた空間であるということである。「バピロンのJ という形容

は、退廃的な印象を与え、サロメのダンス空間として最も似つかわしいも

のとなっている。

宴たけなわに食卓ではパリサイ派やサドカイ派を中心に「預言者エリヤ

の生まれ変わり」の話題に議論が集中してゆき、壇上 estrade の王の食卓

でアンテイパスの後ろにいた男がやにわに壇上から下りてキリストを擁護
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する。高みから下りたのは、キリストの存在を知らしめるという重要な宣

言をするためである。だがこの壇上の高みはまた、太守や総督には恐怖の

要因にもなりうる。なぜなら、騒動のさなかに「ホロコーストの残骸でj

飢えをしのいでいる律法学士や僧侶の下僕たちが、太守を殺さんばかりに

壇の下まで襲いかかるからである。 es回de の上では、些細な挿話も「ホロ

コースト j という語の喚起力によってその後始まる斬首＝供犠を予感させ

る。

アンテイパスが窮地に陥った時、場は急展開し始める。アンテイパスが

護身用にヘロデイアスから譲り受けたローマ皇帝のメダルを会場の客たち

に掲げたとたん、アンテイパスの頭上の「金の上回廊j にいたヘロデイア

スが姿を現し、「皇帝万歳！ J を唱えて祝杯をあげ、それを合図に大広間

の真正面奥のアーチからヴェールをつけたサロメが登場し、アンテイパス

のいる estrade 壇上に近づいて、その高みでヴェールを取り去り正体を現

すからである。その間ヘロデイアスは常に estrade 上の食卓の上方にある

「金の上回廊J に位置し、成り行きを見守っている。そしてアンテイパス

から斬首の許可を取り付けるため、サロメが魔女のサバトのように太守の

周りを急旋回し、逆立ちのまま「巨大なスカラベ」のごとく這い回るのも

この壇上においてなのである。斬首が終わってからもその首の検分のため、

首はサロメによって上回廊のヘロデイアスへ届けられ、手先の老婆によっ

て階下に戻されて行き来し、ょうやくヘロデイアスの陰謀が太守に明らか

になる。壇上 estrade と上回廊凶bune の間の動きは、ヨカナンの首が捧げ

られるまで続けられる。従って、食卓も estrade もひいては饗宴の場全体

が estrade を中心に供犠のための象徴的な場となっている。ところが、こ

うした出回de 一回bune 聞の配置は、草稿の第一段階から構想されていた

わけではなかった。ではいったいこの場はどのように構想されていったの

だろうか。以下に estrade が重要な役割を果たすいくつかの場面の形成に

立ち会うことにする。
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1 ）象徴的な祭壇への変貌

では、このように周到に設定された estrade の舞台装置は饗宴の時空で

いったいどのように象徴的な祭壇へと変貌するのだろうか？

まず第一に、 estrade をめぐる描写において、「生け賛を捧げるJ という

祭壇のイメージが付きまとうことが挙げられる。総督の食卓に座りつつも

ユダヤ人の慣習に疑惑を抱きホロコーストの恐怖に懐くヴィテリウスは

「モロックの祭壇」のイメージを膨らませるが、下書きには「モロックの

祭壇j、「モロックの国にいたのだJ という言葉が書き付けられている。ま

た同じ草稿において「人間の生け賛j という表現が「子供の供犠の習慣は

まだなくなってはいないといわれていた」にとってかわり、決定稿では大

人、つまり誰かがここで生け賛になるというイメージが多少和らげられて

いる。だがもっとも注目すべきは、続く草稿の「供犠」に関する余白に

「至聖所J sanctuaire という言葉が書き付けられていることである。「密か

に、のちに絞殺する目的で男が一人養われている」という書き付けの左余

白、「神殿のなかでJ というくだりにこの言葉は加筆されていた。供犠の

ために肥えさせていた生け賛ということであろう。作家の想像力と資料収

集の狭間で、パジリカは「神殿」の意味と重なり合い、この段階では、

sanctuaire という語は明らかに「供犠の祭壇」という観念と結びついてい

た。

だが、この「至聖所J のイメージは総督ヴイテリウスの脳裏を横切った

というだけではなかった。少し先の第三章冒頭の草稿 f°379 において、ま

たもこの「至聖所」という語が見られるのである。このとき作者は、「金

の上回廊の下にしつらえられた総督の食卓」「台座の上でJ という下りの

あとに estrade の上の「パピロンの綴れ織りが張り巡らされた閉じられた

空間j について模索しているが、この空間は、「一種のく天幕、住居、至

聖所＞、あずまやJ une espとce < de tente, d’app紅白ment, de sanctuaire >, de 

pavillon と書き直されている。
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[f。379 (645v)] 

La tablec ル｜｜毛tabli@ seus la t:ioibtm@ dった tproconsulaire a叫f>nd tι 
ta it司 ise dressait4 lsous la t1伽nedoree3] l.f/9 -Sur une e批a­
de !au milieu ea ~l~s le万戸午UNen planches de II cedre 

弘 ！ou l' on montait par trois gradins -D@s ~ oo ldes 
tapisseries de Babylone !appendues t緋得 t抑制符 ！autour
en faisaient Jl'enfennaient dans11 II une espece ![2 副長嶋8・
鵠， ra~t de 口Gtuaire !de pavillon. 

饗宴の場面において、ユダヤ教会における「至聖所J に該当する言葉が

使われるのは一見奇異にうつるかもしれない。しかし、この語自体は

f。381 の草稿からは削除されても、 es回de の羽目板の素材が「ヒマラヤ杉」

から聖書的な「虚栄」というコノテーションを持つ「イチジク材」 8 に置

き換えられていることを考えると、台座の空間をより宗教的なものにしよ

うとする傾向が見て取れる。

祭壇のイメージとして第二に挙げられるのは、パリサイ派についての下

書き JI (f°348）に記された「パリサイ派は会食を宗教行為になぞらえる」

という比較である。読書ノートにはユダヤの慣習に関する記載がいくつか

ある。また決定稿における会食場面では「聖水撒布J aspersion という儀式

的な行為を表す語が用いられており、「エレアザールは神殿にしか用いて

はならない楓子香と香をまぜあわせたものを振りかけられたとき身震いし

た」のである。またこの aspersion という語は饗宴の食卓で「更生り J につ

いての議論が白熱する中で一層重要性を増してくる。なぜなら、フロベー

ルは「ミトラ教の信奉者がその洗礼について語る」という書き付けを削除

して、「タウロボリウムの潅水」 l’aspersion du taurobole に書き換えている

からである。タウロボリウムとは、キュベレー信仰において「聖なる牛の

返り血を浴びて更生る」という洗礼であるがヘここでフロベールは明らか

に洗礼というイメージを表すために宗教的文脈における「潅水j aspersion 

という語を用いていたのである。このように様々な細部の語葉は供犠と祭
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壇のメタファー（隠輪）となっている。「演壇j es trade は、「至聖所J 的な

空間として立ち現れ、ヨカナンの首が捧げられる象徴的な祭壇として形成

されていったのである。

2 ）パビロン的空間の形成

ところで、アンテイパスがヘロデイアスの手先であるサロメの魅惑的な

ダンスに陥落する estrade の空間は、執筆の初期から「バピロンの綴れ織

り」に固まれた空間だ、ったわけではない。それどころか、誠監も「バビロ

ン」のものではなく、閉鎖的空間でもなかった。ではヨカナンを捧げるべ

き空間は、どのように書き進められ、何が作者をその完成に導いたのだろ

うか？

第三章冒頭の下書き I [f0347］では、この械訟 tapis の設定が決定稿とは

かなり異なっている。まず、バジリカ様式の 3 つの内陣を隔てているも

のとして、「木の列柱にかけられた色物のタビスリーJ tapisseries de couleur 

と加筆がなされている。同じ草稿の少し先ではバジリカの天井や上廊、桟

敷席の描写があり、「上廊の列柱の問、雑多な色の械盤J tapis barioles と加

筆後削除されている。つまり、大きな内陣を他の二つの内陣と隔てている

のはかなり大きなタピスリーであり、上廊にかけられた「雑多な色の械墜」

はより小さいものであると想像がつく。一方、決定稿で演壇の上に位置し

ている「タピスリーが囲んでいる総督の豪華な食卓J は、下書き段階では

「雑多な色の械訟」の記述より二段落もあとに描かれていた。つまり最初

の下書き I では、「上廊J、「色物のタピスリー」「色まだらの械盤J と「総

督の食卓J はばらばらに配置され、それぞれに独立していたことになる。
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[f'347 (617r)] 

Elle avait trois nefs comme une basilique, la plus gdeι 

deux t泊t separee par les 11 autres, par tpar tapisseries de couteur acｭ

crochees a des colonnes en bois d'algummin ta chafpi]teaux 

tde metal1 couvert de sculptures. G II Ils supportaient deux 

ran gs t脅仲間de tribunes a d加oie tbomb台commelavo必

le plafond るtait haut. -1α ゐ倒 taumilieu de lcette obsc仰te
clans les tribunes tga知的問 petits points l 白oiles. 1Ja 
槻＃4 dam u幻 .foli-t par la baie tceintre， 副書 lon voyait d ’au­

tres lumieres sur les t町rasses de la II ville. l -dam le.s. t1仏p
mM-e刀ケご ie5Gelmme｣ tap土台WJ~土 Je[ill] r -au .:p-ieJ Je-5 Gele刀・
制nr A nr 1'n•M•4'nr 仰月”nnA'IAI- A Av.r Anr h,..,,.llnr An ムハ.；.. 5 

次の下書き VI [f0352］で作者は上回廊で叫び声をあげる女子供を書き込

みむことで上回廊 tribune の場面を掘り下げて、その後上回廊の位置が確

定しはじめる。桟敷席については、二枚目の下書き［f。353］では、「二つの

桟敷席J deux galeries がまだ登場しておらず、「ヒマラヤ杉の列柱J、「一つ

の桟敷席J、「三つ目の桟敷席J の記述があるのみである。また f°347 では

上回廊と対峠する「開口部の大アーチj に隣接して描かれていた「上廊の

列柱の聞に掛かった色まだらの械訟J tapis barioles は、 f0353 では「壁に掛

かったバビロニアの械訟」 tapis babyloniens に書き換えられたものの、第三

章冒頭の「色柄物のタピスリーが掛っている j des tapisseries de couleur 

accrochees という表現とともに一旦削除されてしまう。ここではじめて

「ノTピロニアの械訟j のイメージが生成されはじめる。フロベールが草稿

の過程で特に類似音の反復に敏感で半譜音の駆逐に努めたことを考える

と、色物の「械訟」をめぐって［tapi Ibaり］や［tapis I babi］という類似音が、

パピロンの娼婦という淫乱さを纏ったヘロデイアス母娘のイメージと絡み

合い、言葉の地すべり的な変質をもたらして babyloniens という言葉が紙

面にたち現れたと考えられるだろう。またこの f°353 では、その余白に総

督の食卓にあるべき「三人用の寝椅子J triclinium が加筆されている。書き

直しの過程で次第に「紋訟にかこまれた総督の食卓のある壇上J estrade と

(56) -261-



いう道具立てが結びつき始めているといえるだろう。

次の段階[bruillon-esquisse I , f0354］で、上回廊の構造は定まり始め、 tapisｭ

series babyloniennes が、第三章の第一段落自に書かれたのち削除されるか

わりに、同じ草稿の先の「王にふさわしい食卓J を描写した段落に移行す

る。そして、「金かながいの正面上回廊の真下、広間の一番上座には～J

で始まる段落で、「演壇 estradeJ という語が登場し、これに「三つの階段」

trois gradins I marches が加筆されることになる。またこの前段落には、「総

督の食卓J を世話する宜官の様子が描かれており、「王にふさわしい食卓J

と次段落の「演壇J にもかかる形で、「金かながいの上廊の下でJ sous la 

tribune don~e が加筆され、空間の構造が確認されていくのである。同様に、

f。379 では des tapisseries de Babylone、 f°381 では des tapis < babyloniens > 

de Babylone が加筆されて、「パピロニアの繊訟j という形容は確実なもの

となっていく。また、 f0361 では、上回廊にいるヘロデイアスとその真下

の estrade 上にいるアンテイパスとの力関係も「シリア的原理に基づく象

徴的配置」として確認されている。ヘロデイアスのキュベレーの偶像のよ

うないでたちについて、「？皮女は立っている。もう一つ別のもっと小さい

偶像にも似たアンテイパスを見下ろしている。女性原理が男性原理を支配

している。j と、シリアの女性原理優位が指摘され、ヘロデイアスが上回

廊にいることが、単なる偶然ではないことがわかる。

[f0361 (637v)] 

Le tetrarque Herodias . . son costumeｷ. 

-D~oot, aHbem.-A鴨叫弱 Jα commeii y avait deux lions 

d’J Avec les deux lio問2 tcabres 員 ses ｣lanes lelle avait !'air 

d'une ido!e tde Cybele 

On se tait. 

S品必伊持 Elle etait d怠bout. dominant Antipas pareil a une autre idole. 
Aprとs avoir invite ta fai- !plus courte le Principe femelle dominant le Principe ma.た何－
re com明eelle les convi・ ligions syrien[ne]s3 plus courte-(en Syde, C’白tle principe f eｭ

ves par leurs noms, preu- melle qui domine4 
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「パピロニアのJ という語は、第二章でヘロデイアスを「バピロンの

娘！」と糾弾するヨカナンの言葉と重なり合いながら反響する。バピロン

といえば新約聖書「ヨハネの黙示録J に登場する「パピロンの大淫婦j に

代表されるように淫蕩と堕落の象徴である。その「バピロンの綴れ織り J

に取り固まれた空間でヘロデイアスの手先であるサロメが踊るのだから、

アンテイパスを虜にする空間は着々と整っていたといえよう。

またこの草稿では、別の問題がフロベールを捕らえていたと思われるがそ

の拘りはアンティパスの陥落に一層ふさわしい場をつくりあげる。三つの

階段がついた estrade への書き込みに「それは一種の天幕のようなもの

だったj en faisait une esp郎氏国島， d’appartement回出 de 旬12isseries babylo国－

ennes （下線部は論者による）とあり、［t］や［協］という音に惹かれたのか作者

は次に「掛け布J 皇国町田という語も加筆して、「天幕の張られた一種の閉

じられた空間」を模索しているようである。この過程で table proconsulaire, 

tente，回bune don~e, estrade, tapisseries babyloniennes のイメージが集結したと

いえる。ボナコルソ生成批評版によると、作者はここで下書き I に関連し

た書き直しをいったん取りやめ、次の場面の彫琢に取り掛かっている。先

にも見たように、ヤコブが estrade に登場する場面、サロメが es位ade で踊

る場面、 tribune 上回廊でのヘロデイアスとサロメの密談の場面の推敵を重

ねた後で、再び「台座－上廊」 es凶de - tribune 空間の推厳にとりかかる。

そしてサロメのダンスの最終ポーズの下書きに続いて、 f0379 ではいよい

よ「総督の食卓j の段落を細部にわたり掘り下げていく。

まずはじめに、それまで記述してきた総督の食卓の給仕係である官官に

関する描写を一挙に削除し、上回廊の真下であることと三つの階段を備え

ていることを端的に確認したあと、「パピロンの綴れ織りが一種の天幕を

形作っていたj という下りを掘り下げる。［a］の母音に拘って「吊り下がっ

てJ appendues aux mures, accro, autour，と表現を変えながら、自国.de が「パ

ピロンの綴れ織りに閉ざされていたJ l' enfermaient dans という言い回しを

加筆して、閉塞した息苦しい空間を作りあげるのである。そして先にも挙

げたように、この加筆の過程でフロベールが「一種の至聖所j sanctuaire 
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という語を加筆していたのである。フロベールの草稿での書き直しは、徹

底的に踏査した科学的資料に基づいているだけではなく、語と語の音韻的

な結びつきにも常に深くかかわっている。 P. .:.M. de Biasi が「フロベールの

テキストの口述化J と指摘したように 1 0 、 gueuloir を自分に課して作品を

声高に読み上げていたフロベールは、イメージと音韻の交差のうちに物語

の本質をあぶり出していったのではないだろうか。

3 ）再生のシンボルの形成

最後に、フロベール的サロメのダンスの最大の特徴ともいえる演壇での

「逆立ちj に関連して、その際にたち現れる「巨大なスカラベ（黄金虫）」

と「虹J というこつの再生のシンボルが如何にして形成されたかについて

草稿を辿ってみたい。拙論ですでに論じたように、これらの象徴はその

「再生J や「契約の成就J という意味合いにおいて、王妃ヘロデイアスに

よるヨカナンの供犠をキリスト教成立に不可欠な原理とし、ヘロデイアス

が化身する大地母神キュベレーのタウロボリウムの祭儀や宴会で人々の口

の端に上るミトラス教の再生の儀式とリンクして、饗宴場面を再生のコノ

テーションで満たしている。しかし、この「スカラベj と「虹」のシンボ

ルもまた下書き段階からあったものではないのである。ではいったいこれ

らはどのような過程を経て生み出されたのだろうか。

筋書きの第一段階では、単に「サロメの登場一ダンスーヘロデイアスと

の密談－要求ーアンテイパスの誓いJ [f。89］とあるのみであった。次の第

二段階［f°ll2］では、王の食卓にいるアンティパスたちを監視するヘロデイ

アスとダンスの三段階が書き付けられて、サロメが踊りの最後に太守の手

に口付けしたり、興奮したアンテイパスが射精しそうになるなど決定稿に

はない肉体的な関係が強調されている。 f°376 になって初めてサロメの旋

回や両手をついての逆立ちが加筆されるが、あの「巨大なスカラベ」はま

だ登場しない。それどころか、アンテイパスの返事を待つサロメの最後の

ポーズを喚起するために初めに想定されていたのは、スフインクスのイ

oo 
z
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メージ、だ、ったのである。「スフインクスJ への言及はまず f°160 の草稿上

部余白に「＜彼女、スフインクス＞、神秘的な印象、恐ろしさ、謎J とい

う覚書に現れる。こののち f04Q2 では、「スフインクスの目・表情で彼

（アンテイパス）の前で止まるj という文章の左側余白に、ダンスする足

の魅力について「花のように繊細で黒い瞳のように雄弁な足。危険ではあ

るが魅力的な偶像j と目や足の描写が深められて、スフインクス化したサ

ロメのイメージは「偶像」と表現されるに至る。並行して、「両手をつい

て」という本文に「頭を下に逆さに翻るj という加筆がなされ、 f。376 で

「何歩か、大きな足取りでJ gds pas という記述があったところに、「何歩

かJ 「まるで大きなスカラベのようにj comme un gd < sc紅abee > sc征abee 

と二度にわたって「スカラベj のイメージが加筆されるのである。

[f( 402 (651r et 652r )] 

Elle lavait saute sur 品毛 les mains, la tete en b田 ties
jam伽 pardessus . . fait qques pas 目的時 lcommeun gd ＊揃縄

問戸eds deli：的 comme ゆee tscarab命 II puis 向凶te devant lui，掛 tceil de tsa fi-
des Heu民 ex戸essifs 伊Mde sphinx [pas l'air fatigue-sa丘三2立さife. -fun peu de 
comme des pmnelles. sueur sur s白 temp白 comme de la rosee sur du marb作 blanc.

idole pernicieuse et -4 att@Bdaru sa 士三€9lf.~＠fl:S合．

charn 
＋．唱..~日」蜘n~

ここで、 Ungrand sc訂abee が sphinx と一行違いで現れることに注目したい。

初期段階にあったスフインクスのイメージに、両足が顔に被さりながら

「大きな足取りでJ 演壇を巡るイメージが加味され、［s］という頭韻にもヲ｜

きずられてこの語が生み出されたのであろう。また「スフインクス」も

「スカラベJ もマキシム・デユ・カンとの東方旅行の思い出として若きフ

ロベールに強い印象を残し、ともに「上る太陽J soleil levant と深い関係の

ある言葉であることをフロベール自身も意識しており、書簡や『東方紀行』

に印象を書き綴っている 11 0 しかし最終的に「スフインクス」のイメージ

はサロメの無言の威圧的な表情に活用されるだけで削除され、「スカラベJ
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が踊りのクライマックスで用いられることになった。「スフインクスJ は

世紀末で頻繁に用いられたファム・ファタルの紋切り型ともいえるシンボ

ルであったためフロベールが意図的に利用するのを取りやめたとも考えら

れる。しかし、「太陽の象徴J であり、日々再生することから古代から

「再生・復活j のシンボルといわれているエジプトの「スカラベJ 1 2 をヨ

カナンの斬首完遂の場面に用いることで、第一章からヨカナンの言葉とし

て謎のように響いていた「彼栄えんがためには、われは衰えざるべからずJ

< Pourqu’il grandisse, il faut que je diminue !>[ TC, p. 134 ］という救世主キリス

トとの役割交代を示唆し、最終場面で上る太陽 soleil levant によってキリ

ストの時代の幕開けを象徴することができたといえるだろう。

他方、逆立ちするサロメの顔に覆いかぶさるごとく描かれる「虹J の象

徴については、フロベールはむしろ視覚的側面にまず惹かれていたようで

ある。「虹J という語ははじめから書き付けられていたのではなく、また

ダンスの最終ポーズである逆立ちの描写に現れてもいなかった。三段階に

分かれたダンスの最後のダンスの下りに「金褐色の背中J という表現があ

る。そこに「後ろにのけぞって、体を弓のように反らせてj とまず「弓型j

arc と加筆される形で現れるのである。また同じ草稿の上部余白にも「体

を折り曲げ、のけぞり弓なりになるJ という書き付けがある。激しく、体

が後ろに反り返り、嵐でたたきつけられる花のように前や後ろにゆれるダ

ンスをフロベールは模索していたからである。その後 f。420 では大きな変

化はなく、 f°411 の左側余白に書かれた「両肩に両足。色とりどりのパン

タロンが両肩の上に垂れ下がる」という表現に等号がつけられて、単なる

訂c ではなく、「二つの虹J deux 征c en ciel [sic］という加筆がなされるのであ

る。両足のパンタロンが垂れかかる様子を「二つの弓」と書いてから訂C

に引きずられて「虹J 紅c en ciel と書いたのか、「様々な色をした」 barioles

にインスピレーションを得て「虹」としたのか、あるいは両者の影響かは

定かでないが、少なくともまだこのとき arc-en-ciel という語は完成途上で

あったといえるだろう。つまり、「虹J のイメージは「弓j という語から

派生していたのである。 P.-M. de Biasi が「フロベールの創作のごく初期の
/O 戸
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草稿は、ぱらぱらに独立したとりどりの視覚的なシナリオを中心に作られ

ている 1 3」というように、「虹」のシンボルもまた「弓なりのダンスj や

「様々な色J、「逆立ちによる弧の形J が重層的に作用してできたといえる

だろう。しかし、「虹」紅c-en-ciel が聖書的なコノテーションによって「新

しい契約の成立」ゃ「旧体制から新体制への変換J を表し 1 4 、「スカラベJ

のダンスの最後に現れて、「再生」の象徴と相互に結び、ついてゆくことを

考えると、この語はダンスの描写を表す単なる「弓なり」という語から、

ヨカナンの死がもたらす新しい世界の成立、ユダヤ教的世界観からキリス

ト教的世界観への転換を象徴するために不可欠な語、最も重要な鍵として

たちあらわれたといえる。削除された「スフインクス」という語が同時代

的な流行語「宿命の女」を印象付けるにとどまり、「弧、弓なり j という

語も身体的様相を提示するのみであるのに対し、推敵の果てに現出した

「スカラベj と「虹」は、『ヘロデイアス』という説話的文脈においてヨカ

ナンにもリンクする象徴的な聖性をサロメに纏わせることになる。

フロベールがこの作品を書くにあたって、「appareil scientifique （科学的資

料）を用いて書く 1 5」と強調したのは、その資料的レアリスムの重要性を

示唆していた。しかし、この作品が徹底した資料踏査や当時の実証科学に

基づいた彪大な文献調査から出発して、果てしない推敵のあかつきにサン

ボリスムの極致ともいえる文体にたどり着いた過程には、推厳における視

覚的イメージの追及と言葉の響きあいとのかかわりの中から生まれた錬金

術があり、それがこの作品を「科学的資料J に基づく「科学的装置j

appareil scientifique に変貌させたのである。

註

本稿は 2004 年 5 月に慶鷹義塾大学文学研究科に提出した学位取得論

文 L匂 Appareil scientifique > et la symbolique polyvalente - Le rite du 

sacrifice ou la danse de Salome dans Herodias de Gustave Flaubert の一部

を加筆・訂正したものである。本稿で使用したテクストは、 Gustave

Flaubert, Trois Contes 所収、 Herodias, introduction et notes par P.-M. de 
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Biasi, Le Livre de Poche classique, 1999 である（以下、 TC と略す） 0 

Herodias の草稿に関しては、 Bibliothとque Nationale de France に所蔵さ

れた Mss, n.a丘. 23663(1-2）および Giovanni Bonaccorsso 版を参照し、

草稿の転記については Bonaccorsso 版に準拠した。草稿のページ番号

はボナコルソ生成批評版に基づきボナコルソ版の folio 番号を示し、

図表については、後続する括弧のなかに Bibliothとque N ationale の草稿

整理番号をも記載した。なお、ボナコルソ版の↑記号は一回目の加筆、

↑は二回目の加筆を表し、｜｜は改行を表す。

2 Cf. P.-M. de Biasi, ｫ Introduction > des Trois Contes, edition de P.目M. de 

Biasi, Flammarion, GF Flammarion, 1986, pp. 31-32 : ｫ On ne sait rien de 

certain sur l’origine de ce projet d’Herodias qui est d'ailleurs un sujet sans 

precedent en litterature frarn;:aise (Mall紅mecompose son Herodiade en 1864, 

mais I’essentiel de I' reuvre reste inedit en 1876）.》；工藤庸子，『サロメ誕生

ーフロベール／ワイルドj，新書館， 2001, pp. 68-71 ：「フロベールの散

文テクストは踊りそのものの言語化に挑んだという意味で、先例がな

し1。」

3 Cf. Salome dans Les collections fran<;aises, Saint-Denis I Musee d ’Art et 

d ’Histoire, 25 juin-29 aoftt 1988, pp. 13-16 : Mireille Dottin, ｫLe developpeｭ

ment du < mythe de Salome 沖沖； Helen Grace Zagona, The Legend of Salome 

a.nd the princ伊le of art for art's sake, Librairie E. Droz, 1960, pp. 13-22 ；高

階秀爾， 「「サロメ J －イコノロジー的試論J ' 『西欧芸術の精神J ，青

土社， 1979, pp. 276-298. 

4 Oscar Wilde, Salome, edition bilingue, Flammarion, 1993, p. 141 :< Salome

danse la danse des sept voiles. >

5 サロメの名は 19 世紀の文芸においては様々に移り変わっている。例

えば、スタンダールは『パルムの僧院J のなかで、ルイーニの『サロ

メ』を誤って『ダ・ヴインチのヘロデイアード』とよんで、ロンパル

デイア美人の典型を示すものとして語っている。 Cf. F.C. St. Aubyn, 

< Stendhal and Salome ｻ, in Stanford French Review, Stanford, 1980, 

pp. 395-404. ハイネは『アッタ・トロル』（1843）の中で、ヨハネの

首を鞠投げするかのようなヘロデヤを描き、バンヴイルは『踊り子J

(1870）の詩篇の中で「計画を完遂させようとするサロメ」を、マラ

ルメは『ヘロデイアード』（1871 ～晩年）で母親の名をタイトルにし

てサロメを描いた。

6 Atsuko OGANE,< Mythes, symboles, resonances - Le 《 festin 沖 comme

rite de sacrifice dans Herodias de Gustave Flaubert 一》 in Etudes de 

Langue et Litterature Fran<;aises, 2000, pp. 44-56. 
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7 Cf. R. B. Leal,< Spatiality and structure in Flaubert’s Herodias ｻ, in Modern 

Language Review, oct. 1985, p. 816. 

8 イチジク sycomore は、キリスト教では「虚栄」を意味する。この木

は「虚栄心J の象徴である。 Cf. 『世界シンボル大事典J，ジャン・

シュパリエ／アラン・ゲールプラン共著，大修館書店， 1982.

9 Cf. 小川英雄， 「ミトラス崇拝とキュベレ崇拝の関係について」， 『オ

リエント j，第 36 巻第 1 号，日本オリエント学会， pp. 38-54 ; p. 46, p. 

48. 「タウロボリウム」とはキュベレー信仰で行われた聖なる牛の返

り血を浴びる秘儀で、 Herodias の説話的時間に近接したローマ帝政期

にはその信仰の伝播は頂点に達していた。フロベールは草稿の中で

「ミトラ教j の秘儀を表すときにも「タウロボリウム」という語を使

用しているがこれは作者による誤用か当時の認識に従ったのか定かで

はない。慶鷹義塾大学の小川秀雄名誉教授によれば、フロベールの

Herodias 執筆当時において「牛を聖餐の儀式に使うミトラ教の秘儀」

と「キュベレー信仰のタウロボリウム」が関連付けられていたことは

ありえるが、現代の考古学ではこの混同は否定されている； Martin J. 

Vermaseren, Mithra ce dieux mysterieux, edition Sequoia, traduit en frarn;ais, 

1960. 

10 P.-M. de Biasi, in Magazine litteraire, nー 401, septembre 2001, p. 39 : ｫLa 

voix : Le gueuloir de Flaubert ｻ ：フロベールの草稿の分析から、音読に

よる作家の文体の構造化が明らかになっており、そこでは音韻のパラ

デイグム、息つぎ、半諾音の排除、音節数のリズムなどが新しい文体

研究にとって非常に重要になってくるとド・ピアジは指摘している。

11 7 ロベールはその『エジプト紀行J の中で何度かスカラベに言及し、

採集して自分のコレクションに加えたことを書き残している。また、

これを指輪に細工し印章として重用していた。若いころから Jules

Michelet を愛読していたフロベールは歴史家ミシュレの本を読破し賛

嘆の意をこめた手紙を書き送っており、その『虫』 L’Insecte も読んだ

ことが判明している。したがってスカラベに関する象徴的な「再生・

復活」という意味も熟知していたと思われる。 Cf. Corr., (Euvres 

completes de Gustave Flaubert, deuxieme serie ( 1847-1852), Paris, Conard, 

1926, p. 157 (lettre du Caire a Louis Bouilhet en date du 15 janvier 1850) ; 

Corr., ibid., p. 342 (lettre a Louise Colet du 16 janvier 1852) ; Gustave 

Flaubert, Voyage en Eg虫pte, edition integrale du manuscrit original etablie et 

presentee par P.-M. de Biasi, Grasset, p. 219 ; Jules Michelet, L ’Insecte, dans 

(Euvres Completes, XVII, Flammarion, 1986, p. 325. 一方、スフインクス

についてもその巨大さ、威圧感、非人間性に圧倒された様子が書簡や
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紀行文で指摘され、サロメの最後のポーズでの顔のクローズアップに

匹敵したスフインクスの顔面と上体の克明な描写が残っている。フロ

ベールはその際スフインクスが上る太陽 le soleil levant に向かってい

ることにも気づいていた。 Cf. Corr., deuxieme serie, p. 309 ; Corr., ibiム

p. 156 ( lettre a Louis Bouilhet du 15 janvier 1850) ; Voyage en Egypte, op. 

cit., pp. 213-214; Dictionnaire des symboles, mythes, reves, coutumes, gestes, 

formes, figures, couleurs, nombres, sous la direction de Jean Chevalier, 

Robert Laffont, Paris, 1969, p. 722-723 :< Le Sphinx veille toujours sur ces 

necropoles geantes ; sa face peinte en rouge contemple le seul point de l'horiｭ

zon oil le soleil se lとve. 》

12 Cf. Dictionnaire des symboles, op. cit. p. 679 : ｫ Le scarabee est surtout 

connu comme symbole egyptien. Symbole cyclique du soleil. 11 est l’image 

du soleil qui renait lui-meme : Dieu qui revient. (…) Aussi symbolise-t-il le 

cycle solaire du jour et de la nuit. 》；今森光彦，『写真見虫記 スカラベ』，

平凡社， 1991.

13 TC, p. 35, ｫ Introduction > de P.-M. de Biasi. 

14 Cf. Dictionnaire des symboles, op. cit., p. 62-63 : ｫ le symbole du pont 

mediateur entre la terre et le ciel que traversent les dieux et les heros >; La

Bible, op. cit., p. 14, Genese, (IX: 12-17) : ｫ Dieu dit ensuite : Voici le signe 

de l’alliance que j百tablis pour jamais entre moi et vous, et tous les animaux 

v1vants qui sont avec vous. >

15 Corr., cinquieme serie ( 1862-1868), p.110 (lettre a Mademoiselle Leroyer de 
Chantepie du 23 octobre 1863). 
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